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一般社団法人食の拠点推進機構 理事⻑ 上村 章文

和食が2013年ユネスコの無形文化遺産に登録され、海外での⽇本食への関⼼が一層⾼まっているなかで、⽇本の食文化の更なる普
及や⽇本産食材の輸出拡大につなげていくことは、我が国にとって重要な課題です。また、⽇本食レストランの急速な増加に伴い、
和食の技術を⾝に付けたいと考えている外国人も多数存在します。一⽅、⽇本が誇る食文化も、担い⼿の⾼齢化や後継者不⾜など多
くの課題を抱えています。

これらを踏まえ、私たちは食に関する技術、文化、科学を知識化・体系化させるとともに、国連の掲げるSDGsや食に関する様々
な課題を解決し、⽇本の食文化を伝承発展させて、戦略産業として食ビジネスの発展を図るため、人材育成、研究開発、交流など各
種機能を有する総合的な食の複合拠点が必要であると考えます。 また、⾼齢化や人口減少が進む地域において、地域資源を活かし
た経済の活性化や食のブランド化、地域コミュニティの活性化などが重要な課題です。これらの課題解決のために、地域レベルでも
食の拠点の整備が求められています。

これらの拠点整備を進めるためには、食のプロフェッショナルである料理人やサービス従事者、経営者が主体的に関与することが
求められています。特に、新型コロナウィルスの影響により、厳しさを増す飲食業や観光産業を再生させるためには、食のプロフェ
ッショナルたちが様々な分野の企業、組織、団体などと連携し、新たなビジネスの担い⼿として活躍することが求められています。

このため、当機構では食のプロフェッショナルの様々な
活動の場を拠点として整備するとともに、情報共有や情報
提供、情報発信の場として、ネットワーク空間においても
プラットフォーム事業を展開してまいります。

あわせて、食の課題解決を通じたSDGsの実現と食ビジネ
スの持続的な発展、食による多様な価値の実現のため、食
ビジネスや食の人材、食空間に関する新しい評価認証基準
を策定し、食を通じた新しい社会システムの構築を目指し
てまいります。

食のプロフェッショナルの皆様をはじめとして、様々な
分野の関係者の皆様のご⽀援とご協⼒を⼼よりお願いいた
します。
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1999年 市町村職員中央研修所教授兼研修部⻑
2003年 内閣府政策統括官付参事官（災害応急対策担当）
2005年 ⾃治⼤学校部⻑教授
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ご提案の構成施設のイメージ

ウェルネスステーション
健康コンシェルジュ
運動健診センター
トレーニング施設

遊戯広場

健康づくり機器・遊具
インクルーシブ遊具

抗菌/抗ウイルス遊具・ファニチャー
防災ファニチャー

経塚公園

コンビニ等商業施設
グリーン関連店舗
シェアサイクル

ユーティリティスペース

みんなのリビング

芝生広場
大型常設スクリーン
映写イベント等開催

健康イベント
食イベント

グランピング

頂上広場
植栽
遊具

大屋根テラス
開閉式大屋根

開放型フードコート
地域イベントの開催

ワークショップ・マルシェ
ワーキングスペース

みんなのキッチン
プロ仕様の厨房機器

ウェルネスカフェ・レストラン
クラウドキッチン
屋内野菜プラント

レシピ開発・健康料理教室



７つのポイント（１）

•建築家萬代基介氏が設計・デザインをプロデュース

•植物による空間デザイン、プロデュースの専門集団parkERsによる造園、植栽、グリーンショップ

洗練された上質で快適な空間デザイン

•加圧トレーニング、食事療法など統合医療を実践する医療施設渋⾕セントラルクリニックの総院⻑
大友博之氏プロデュースによるウェルネスステーション

•運動検診センター＋トレーニング施設＋健康アプリ＋地域でのフォローアップ

•フードラボにおける個人の健康状態などパーソナライズされた食事メニューの提供

•遊戯広場の健康づくり器具・遊具の整備

健康づくりの拠点＝ウェルネスステーション

•感染症対応 抗菌、密対策、換気

•大型シェアキッチンによる専門分野のシェフによる多様な嗜好に応じた料理

•クラウドキッチン、ゴーストレストラン、デリバリー、テイクアウトなどアフター・コロナに対応
した食サービス

•みんなのリビングでのアウトドアリビング、食イベント、映画イベントにも対応

•屋内野菜プラントによる新鮮野菜の提供

新たな食への対応＝フードラボ



７つのポイント（２）

•大屋根テラス＝開閉式大屋根による快適で密のない屋外空間

•芝生広場＝フリーWi-Fi、可動型テーブル・椅子

•固定式大型スクリーン

みんなのリビング＝賑わい空間

•年齢や性別、国籍、ハンディキャップを超えて共に楽しめる遊具

•フードダイバーシティ、アレルギー、食事制限などに対応した多様な料理を提供するフードサービス

インクルーシブ＝包摂性

•公園アプリ（公園サービス、イベント情報）

•フードアプリ（パーソナライゼーション、モバイルオーダーによるテイクアウト、キャッシュレス）

•健康アプリ（運動評価、運動処⽅、健康状況）

公園DX

•抗菌/抗ウイルス 遊具・ファニチャー

•抗菌/抗ウイルス シネマ

•換気、紫外線、抗菌素材による抗菌対応の屋内空間

感染症への対応



１. 上質で洗練された空間設計・デザイン



 建築家萬代基介氏が設計・デザインを
プロデュース

 植物による空間デザイン、プロデュースの
専門集団parkERsによる造園、植栽、
グリーンショップ

 無菌土壌による屋内緑化と野菜プラント



レストラン・カフェ、大屋根テラス設計 萬代基介氏

Profile

1980年 神奈川県生まれ
2003年 東京大学工学部建築学科卒業
2005年 東京大学大学院工学系研究科建築学専
攻修士課程修了
2005年-2011年 石上純也建築設計事務所勤務
2012年 萬代基介建築設計事務所設立
2012年-2015年 横浜国立大学大学院Y-GSA設計
助手
2014年-2016年 東京電機大学非常勤講師
2016年-2019年 東京大学非常勤講師
2019年- 横浜国立大学非常勤講師

Selected honors

2016年
Taipei International Design Award 2016 Judges’ Special Award （ATELIER 
MUJI 地球の音楽展）
2014年
DSA空間デザイン大賞／日本経済新聞賞（ATELIER MUJI 食のかたがみ展）
JCDデザインアワード金賞（日本橋木屋izutuki）
Publication

2021年
Casa BRUTUS 2021年1月号（ARTBAY HOUSE・石山公園の屋根)
2020年
GA2020年9・10月号（ARTBAY HOUSE)
新建築2020年10月号（石山公園の屋根）
商店建築2020年12月号（ARTBAY HOUSE）



カフェ・レストラン（ARTBAY HOUSE・東京臨海副都⼼ ）



カフェ・レストラン（ARTBAY HOUSE・東京臨海副都⼼ ）



大屋根テラスのイメージ（石山公園の屋根・岡山市）



大屋根テラスのイメージ（石山公園の屋根・岡山市）



緑化・造園・グリーン販売 parkERs



parkERs



２.健康づくりの拠点＝ウェルネスステーション



 加圧トレーニング、食事療法など統合医療を実践する
医療施設渋⾕セントラルクリニックの総院⻑大友博之氏
プロデュースによるウェルネスステーション

 運動検診センター＋トレーニング施設＋健康アプリ＋
地域でのフォローアップ

 フードラボにおける個人の健康状態などパーソナライズ
された食事メニューの提供

 遊戯広場の健康づくり器具・遊具の整備



ウェルネスステーション・プロデューサー・大友博之医師

渋⾕セントラルクリニック エクゼクティブディレクター

東京慈恵会医科大学ペインクリニックで北原雅樹医師に師事し、痛みを始めと
する慢性疾患を治療する際の栄養、エクササイズ、ライフスタイルの重要性に
ついて学ぶ
ペインクリニックの枠にとどまらず、世界中のアンチエイジングや運動療法の
学会・講習会に参加して新しい知見や研究に余念がない
外来診療にとどまらず、テレビ、雑誌、各種コンサルティングや料理教室を
主宰し21世紀型の健康的な生活のあり方を提案

医師視点の医と食のメディアIshiPediaを運営

日本に1台しかない米国製トレーニング
マシーンROMで心肺機能と筋力の評価
短時間で効率的に有酸素運動

ドクターズ・ジム
加圧トレーニング
パワープレート
ROMS



医師視点の医と食のメディアIshiPedia



ウェルネスステーションのシステム



ウェルネスステーション

 有酸素運動マシーン
 筋⼒トレーニングマシーン
 体組計
 ゆがみ診断機
 ベッド 等

●運動検診
1か月〜3か月に1回
✓医師と連携した運動検診希望者
✓スポーツ愛好家
✓中学校〜大学までの部活のレベルアップ

●マンツーマントレーニング
✓パーソナルトレーニング
✓コンディショニング

●スペース
50〜75平⽶程度のスペース

健康増進施設（厚労省）を目指すのであれば
150㎡以上 基準あり、
健康運動指導士の配置要
→利⽤者は医療費控除の対象となる

●スタッフ
医療⾏為はしない→医師は不要
健康運動指導士、アスレチックトレーナー

トレーニング施設概要運動健診センター



ウェルネスステーション

 有酸素運動
 筋⼒トレーニング
 バランストレーニング
 柔軟（ストレッチング）

●運動検診
1か月〜3か月に1回
✓医師と連携した運動検診希望者
✓スポーツ愛好家
✓中学校〜大学までの部活のレベル
アップ

●マンツーマントレーニング
✓パーソナルトレーニング
✓コンディショニング

●スペース
50〜75平⽶程度のスペース
健康増進施設（厚労省）を目指すのであれば
150㎡以上 基準あり、
健康運動指導士の配置要
→利⽤者は医療費控除の対象となる

●スタッフ
医療⾏為はしない→医師は不要
健康運動指導士、アスレチックトレ
ーナー

運動健診センター 運動処方
ステーション内トレーニング施設
 有酸素運動マシーン
 筋⼒トレーニングマシーン
 体組計
 ゆがみ診断機
 ベッド 等

経塚公園内屋外運動機器

エクササイズ施設

市内医療機関
ケアマネージャー 市内スポーツクラブ・ジム

連携

浦添市武道場（トレーニング室）

健康アプリ

データ共有

ウェルネス・レストラン



ウェルネスステーション



ウェルネスステーション



ウェルネスステーション



健康、福祉、スポーツ、食のパーソナライゼーション

●個人の健康状況、運動状況、食事摂取等の
履歴、食に関するアレルギー、嗜好等の
データをクラウドで一元的に管理。

●スマホアプリにより⾃ら健康管理

●公園施設で提供する個人の運動メニュー、
食事メニューを最適化

●地域の医療・福祉サービスと連携



３.新たな食への対応＝みんなのキッチン
（フードラボ）



 感染症対応 抗菌、密対策、換気

 大型シェアキッチンによる専門分野のシェフによる
多様な嗜好に応じた料理

 クラウドキッチン、ゴーストレストラン、デリバリー、
テイクアウトなど
アフター・コロナに対応した多様なサービス

 大屋根テラス、芝生広場でのアウトドアリビング、
食イベント、映画イベントにも対応

 屋内野菜プラントによる新鮮野菜の提供



新型コロナ影響下の飲食店の新しい経営

新型コロナ・3密対策
新しい生活様式対応

固定型飲食店の経営改革

アフター・コロナの環境変化

経営のイノベーション

非集客型飲食ビジネスを
加えたハイブリッド経営

消毒、検温、
換気、席間隔、客定員制限
ガイドライン策定

イートイン店舗＋
デリバリー
テイクアウト
クラウドキッチン（ゴーストレストラン）
シェアキッチン

働き方・HR改革
SDGs対応
調理技術のイノベーション
フードテックへの対応
財務、経営状況の見える化
キャッシュレス対応、クラウド等DX対応



フードラボのイメージ （TOKYO FOOD LAB U）

起業

グランメゾン並の厨房設備を備えたラボ
「世界の食をアップデートする」がテーマ
新しい調理⽅法や食の楽しみ⽅に関する知⾒を共有し
体験できる場



可搬型キッチン（モビシェフ）

起業



みんなのキッチン（フードラボ）の機能

起業

プロ仕様のキッチン
多様な調理分野に対応
複数シェフのシェアキッチン
クラウドキッチン機能
食のスタートアップ⽀援
レシピ開発
料理イベント
野菜プラントによる新鮮野菜

の提供
料理イベント開催

芝生広場

デリバリー

ウェルネスレストラン・カフェ 大屋根テラス

テイクアウト料理・スイーツ等
移動



無菌土壌による屋内緑化と屋内野菜プラント

 当社団と提携関係にある株式会社ラテラの
提供する無菌人工土壌クリスタルグレイン
（※）を活用した屋内緑化と屋外の緑化を
一体化。

 野菜プラントにより無農薬新鮮野菜を提供

※：ゼオライトの持つ「多孔質で分子を物理吸着する」性質を
用いた、肥料成分とFe-鉱物結晶錯体を浸み込ませさせた人工
土壌



４.みんなのリビング＝賑わい空間



 大屋根テラス＝開閉式大屋根による快適で
密のない屋外空間

 芝生広場＝フリーWi-Fi、可動型テーブル・
椅子

 固定式大型スクリーンによる抗菌/抗ウイルス
シネマ



みんなのリビング

食イベント開催
スポーツイベント開催

フードラボレエストラン・カフェ

ウェルネスレストラン・カフェ
個人の特性・嗜好に応じた食の提供
アレルギー対応、食事制限対応
屋内野菜プラントの新鮮野菜
パブリックスペースを利⽤

イベントスペースとして活⽤
食イベント、健康イベント
地域イベント

屋外型フードコート
屋内施設と一体化

開閉式大屋根
快適・抗菌/抗ウイルス空間

食イベント開催
シェフイベント
マルシェ・フードフェス
コミュニティイベント開催
屋内施設との一体的ベント

プロ仕様キッチン
可搬型キッチン
テイクアウト
デリバリー
料理イベント

搬出

芝生広場

みんなのキッチン 大屋根テラス

固定大型スクリーンによる
映画上映等イベント開催

（みんなのテレビ）

搬出

モバイルオーダーによる
テイクアウト
グランピング



みんなのリビング

フードラボウェルネスレストラン・カフェ

芝生広場

みんなのキッチン 大屋根テラス



５.インクルーシブ＝包摂性



 年齢や性別、国籍、ハンディキャップを超えて
あらゆる子供たちが共に楽しめる遊具

 フードダイバーシティ、アレルギー、食事制限、
年齢、嗜好などに対応した多様な料理を提供する
フードサービス



６.公園DX



 公園アプリ（公園サービス、イベント情報）

 フードアプリ（パーソナライゼーション、
モバイルオーダー、キャッシュレス）

 健康アプリ（運動検診、運動処⽅、健康状況）



７.感染症への対応



抗菌/抗ウイルス 遊具・ファニチャー

抗菌/抗ウイルス シネマ

大屋根テラス、芝生広場での
屋外フードコート、アウトドアリビング

換気、紫外線、抗菌素材による
抗菌/抗ウイルス屋内空間







これからの公園に必要なハード要素

インクルーシブ 抗菌/抗ウイルス

©Park.inc



インクルーシブとは

©Park.inc



インクルーシブとは

©Park.inc



ご提案

①インクルーシブ 遊具

②抗菌/抗ウイルス ファニチャー

③ウイルス対策 シネマ

©Park.inc
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②抗菌/抗ウイルス ファニチャー
コトブキ福島工場

抗菌/抗ウイルス材
Rekwood-V

抗菌/抗ウイルス仕様
ファニチャーシリーズ
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参考資料



事業主体（案）

事業区分 個別施設・事業 実施団体

全体構想企画・事業調整 （一社）食の拠点推進機構
（一社）日本施設管理運営協会

公園 植栽、修景の企画設計、造園 （株）パーク・コーポレーション
（parkERs、⻘山フラワーマーケット）大屋根テラス緑化・施設整備

Park Cinema 1000 （株）コトブキ
屋外フィットネス機器、遊具、
防災ファニチャー、サイン
公園アプリ

屋内施設 カフェ・フードラボ企画設計 （一社）食の拠点推進機構・（株）パーク・コーポレーション・地元企業

フードラボ・カフェ・レストラン運営

屋内緑化 （株）パーク・コーポレーション
グリーン関連店舗運営
健康福祉コンシェルジュ 地元医療福祉事業者

運動健診センター 株式会社MIRI （イシペディア）・（一社）食の拠点推進機構
健康管理アプリ・クラウド

コンビニ運営 地元事業者

イベント開催 食イベント開催 （一社）食の拠点推進機構

健康イベント開催 （株）コトブキ・地元団体

グリーンイベント開催 （株）パーク・コーポレーション
施設管理・運営 （一社）日本施設管理運営協会

（株）パーク・コーポレーション・地元事業者



参画企業の概要
企業名 企業概要 参加対象事業

（一社）食の拠点推進機構  食のプロフェッショナルと地域をつなぐ食の研究・交流拠点を整備
 食のプロフェッショナルのオンラインコミュニティ・プラットフォー

ムの運営（食のプロフェッショナル倶楽部・メンバー約1200名）
 様々な分野の登録専門家の参画によるプロジェクト推進
 グループ（一社）日本施設管理運営協会と連携し、公共施設、

商業施設、観光施設を企画運営
https://jicce.or.jp/

全体構想企画
事業調整
カフェ・レストラン企画
食イベント企画
食のパーソナライゼーション
食アプリ

（株）パーク・コーポレーション  ⻘山フラワーマーケットを運営、全国に100店舗以上を展開
 社内の一部門として、空間設計のプロと植物のプロからなるparkERsを

立ち上げ、全国のオフィス、ホテル、公共空間における室内緑化を中
心

に空間デザイン事業 を推進
 設計&デザイン、植物コーディネート、施工や植栽メンテナンスを手

掛ける
 茨城県が運営するいばらきフラワーパークでは指定管理者にJVとして

参画、公園リニューアルの企画、デザイン、運営を担当、今年4月に
オープン予定

https://www.park-corp.jp/

屋内緑化
グリーン関連店舗運営
オープンテラス
イベントスペース
造園、植栽、ランドスケープ

（株）コトブキ  パブリックスペースを中心としたストリートファニチャーやサイン、
公園の遊具、屋外健康器具、防災ファニチャーの企画、開発、製造

 公園の新しい概念として健常者と障がい者を包摂し、ともに楽しめる
インクルーシブの概念を提唱

 公園設置の固定大型スクリーンによるPark Cinema 1000
 全国50以上の自治体が連携して情報発信する公園情報アプリ
「パークフル」を運営

https://townscape.kotobuki.co.jp/

屋外運動機器、遊具
屋外ファニチャー、
防災ファニチャー、サイン
Park Cinema 1000

（株）MIRI  運動療法を治療に組み入れ、患者のダイエット、生活習慣病、リハビ
リ治療を成功に導いた、渋谷セントラルクリニックの大友博之医師が
設立

 医師の視点から、色々な病気に対する食事のアドバイスなどの動画情
報を提供する医療情報発信サイト「イシペディア」を運営。

https://ishipedia.jp/

ウェルネスステーション、
運動健診センター
健康管理アプリ・クラウド



施設提案概要

施設 概要と特色 施設の位置づけ
みんなのキッチン
（フードラボ）

ウェルネスレストラン・カフ
ェ

プロ仕様の厨房機器を備えるキッチン
クラウドキッチンとしてデリバリー、テイクアウト、フードコート対応
可搬型キッチン（モビシェフ）により屋外イベント使用可能
調理イベント・シェフイベントの開催
健常者、アレルギー、食事制限など多様な利用者が共にに楽しめるパーソナラ
イゼーションされたメニュー
プラントベースの食材使用などヴィーガン、フードダイバーシティにも対応
地域食材を使用したメニューを提供
換気、抗菌素材使用など感染症対策
無菌人工土壌を活用した屋内緑化、屋内野菜プラントにより新鮮野菜を提供

公募対象公園施設

大屋根テラス・イベントスペ
ース

カフェ・レストランと一体化
大屋根によりフードコート機能、多様なイベントに対応

特定公園施設

ウェルネスステーション 運動検診（トレーニングマシーンで心肺機能、筋力・筋量、バランス感覚、柔
軟性を評価したうえで運動処方
健康アプリで情報（運動処方、運動実績、食事内容、検診結果（採血など）、
既往歴・処方薬、ウェアラブルからの身体情報）を統合的に評価

公募対象公園施設

Park Cinema 1000 常設固定大型スクリーンによる映画上映等イベント開催 公募対象公園施設

芝広場 可搬型キッチンによる食イベント開催
パークヨガなどスポーツイベント開催
Free WIｰFI設置

一般公園施設

遊具広場 健常者と障がい者を包摂し、ともに楽しめるインクルーシブな遊具
抗菌素材の仕様等感染症対策を実施
防災ファニチャーの設置

一般公園施設

グリーン関連店舗 園芸 ・フラワーshop
緑の相談所機能

公募対象公園施設


